
局 部 課

3 年度

9

10

人

無

事業の実施主体
（実施主体となる団体等）

出先機関

事業開始年度

6
事業の対象
（対象とする人や物、対象数）

4

事業の概要

実施根拠
墓地、埋葬等に関する法律　堺市立斎場条例　堺市立斎場条例施行規則

（根拠法令、条例等）

指標名

無 現状値

年度

Ⅰ．基本情報

無 取組      ―     

事業の位置付け

1

堺市基本

計画

2025

施策

との

関連

有・無 戦略

取組の方向性 ―

2 関連計画

寄与

する

KPI

有・無

無 現状値 ― 目標値

―

―

令和4年度　事務事業評価シート（１）

[ 令和3年度事務事業 ]
一般会計 事務事業分類 A　一般事務事業

―

寄与

する

KPI

ゴール

有・無 指標名

―

堺市SDGs

未来都市

計画

施策

との

関連

有・無

事務事業名 斎場管理運営 事業番号 011-203

担当部署名 健康福祉 健康 斎場

施策― 　―　

   ―   ターゲット

―

― 目標値

明治 42

公民連携・協働事業

点検年度 令和 7

7
事業の目的
（事業実施によりめざす状態）

市内唯一の公営火葬場として、常にご遺族の心情に寄り添いつつ故人の尊厳を第一にした火葬業務を実施する。

また、年々増加する火葬需要に対応するとともに、災害時等においても適切に斎場運営を実施する。

5

斎場利用者（約１万人）
対象数 単位

10,000

件

Ⅱ．事業目的の達成状況

8

事業内容

（目的を達成するための手

段）

※スケジュール、実施方法・手

段、事業規模・回数など

○　火葬場・式場等使用の受付及び火葬運営業務

    ・火葬部門　火葬炉１７基、補助炉１基　　　　　　　　　  ・式場部門　葬儀式場３室、遺族控室３室

    ・待合部門　待合室１２室（洋室2室、和室１０室）　 ・駐車場　マイクロバス１０台、乗用車４２台

    ・主な斎場使用料金（堺市民の場合）

      火葬場　大人（12歳以上）２０，０００円/1体　　小人（12歳未満）１４，０００円/1体

      式場（通夜、告別式）大式場　７０，０００円/1回　　小式場（通夜、告別式）５０，０００円/1回

○　各種証明等の発行業務

　　　・改葬許可　　　　　・分骨証明及び火葬証明

主な支出先（委託・補助金・負担金等） 太陽築炉工業（株）外

※国・府の基準より上回って実

施した内容を具体的に記載

事業の成果や活動実績の測定

11

成果指標(目的の達成状況を測定) 単位
実績 目標 目標

年間火葬件数

（改葬遺骨を除く）
件

目標値 － － － －

当該指標を選定した理由 主要業務であり、実火葬数による積算で客観性があるため。

目標値の設定根拠・算出方法 指標が火葬件数であることから、目標値を設定し達成率を測ることに適さない

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和7年度 

点検年度

実績値 8,628 9,377

達成率 － －

令和2年度 令和3年度 令和4年度

斎場施設稼働日数

当該指標を選定した理由 実火葬数の成果のためには、斎場施設の安定的な稼働が必要であるため。

目標値の設定根拠・算出方法 斎場は、１月１日を除き施設稼働するため。

12

活動指標(成果を上げるための手段) 単位
実績 目標

目標値 364 364 364

実績値 364

100% 100%

364

達成率



事業コスト ※当初予算には、前年度からの繰越分を含む。

（ ）

14

15

56,032 20,572

16,825 5,883

16,473 6,048

7,078 2,475

斎場管理運営 事業番号 011-203

令和4年度　事務事業評価シート（２）

13

項　　　目
令和元年度 令和2年度 令和3年度

事務事業名

光熱水費等徴収金 658 639 643

財

源

内

訳

国支出金

令和4年度

Ⅲ．投入量

（単位：千円）

事業費  (a)

0

市債 190,500 0 600

決算

349,344 352,630 626,741 455,994

706その他

府支出金　

受益者負担金(使用料、手数料等）　 208,249 269,005 223,659

年間経費(ｃ)=(a)+(ｂ) 388,134 391,810 662,321 491,574 388,629

事業費の内訳 （単位：千円）

一般財源 140,437 82,986 211,939 167,418 124,702

人件費  （ｂ） 38,790 39,180 35,580 35,580 31,980

16

事

業

費

内

訳

項　　　目 年度 事業費
うち

一般財源
項　　　目 年度

15,682

R3 決算 45,441 16,684

R4 予算 57,100 19,965 R4 予算

R3 決算 53,894 19,787

斎場火葬運営業務
R3 決算 98,041 35,996

電気使用料（枠）
R3 決算

事業費

48,400

R4 予算 97,991 34,262 R4 予算 44,851

斎場警備業務
R3 決算 24,420 8,966

水道使用料（枠）
R3 決算

施設等修繕料（斎場定期補

修）

R4 予算 24,420 8,538 R4 予算

予算 15,930 5,570 R4 予算
斎場清掃等業務

R3 決算 15,930 5,849
会計年度任用職員報酬

決算R3

③ 単位当たり経費（②÷①×1,000円） 円/単位

② 上記①にかかる年間経費 千円

備考（算出についての説明等） 年間経費はガス料金、火葬運営委託料、火葬炉定期補修、火葬炉関係消耗品購入額等で算定

式場棟ほか屋根防水工事
R3 決算 89,166 32,737

その他（旅費、消耗品費など）
R3 決算

① 年間火葬件数（改葬遺骨を除く） 件

Ⅳ．事業の効率性
単位当たり経費

17

KPI等への寄与（基本計画等のKPI・取組の方向性や事業の目的の達成にどのように寄与したか）

19

当斎場は唯一の公営火葬場として常に良好に運営することが求められている。

主要業務である火葬業務は、故人との最後のお別れの場であり、告別や収骨の場面で、スタッフの言葉使いや醸し出す厳かな雰囲気を通じ、ご遺族

の心情に寄り添い、故人の尊厳を第一にした火葬サービスの提供を実施した。

また、増加する火葬需要への対応については、日常の点検、定期的な機器、設備のメンテナンス工事等により、市民のニーズに応えるため安定的かつ

継続的に火葬業務を実施することができた。

本市唯一の公営火葬場として有効性は非常に高い。

Ⅴ．評価
費用対効果に係る所見

18

令和3年度は、新型コロナウイルスに罹患したご遺体の火葬が358件あったこともあり、年間の火葬件数が前年度より8.7％増の9,377件となった。

火葬業務に直結する火葬炉については日常点検に加え、定期的な補修を行い、火葬炉が長期間、使用出来ない状態にならないようにした。

また、施設の長寿命化への取組みとして、平成11年の斎場運営開始以来、初めて大規模な式場棟ほか屋根防水工事（89,166千円）を実施した。

火葬1件あたりの経費は、昨年度と比較し、火葬件数の増や原油価格の高騰によりガス料金が7,639千円増加したが、火葬件数が749件増加したため1,447千

円の減少となった。

以上のことより、効率的効果的な斎場運営であった。

ガス使用料（枠）

0 0 R4

単位区　　分 令和2年度

8,628

217,947

25,260

R4

決算 当初予算 決算 当初予算

0

230,724

うち

一般財源

17,770

623

356,649

R4 予算

287,870

37,602 13,148

令和3年度

9,377

223,294

23,813

8,197 3,009

予算 54,852 19,179


